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｢
二
宮
金
次
郎
像
(
謹
尊
徳
)
｣

松
　
村
　
秀
太
郎
　
作

(
高
さ
　
3
 
0
c
m
)

昭
和
3
0
年
代
頃
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
々
に
は
'

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
像
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

昨
今
'
見
か
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
が
'
か
つ

て
小
学
校
の
校
庭
で
よ
く
目
に
し
た
　
｢
二
宮
金

次
郎
｣
　
の
像
で
あ
る
｡
こ
の
像
は
'
金
次
郎
が

少
年
時
代
に
勤
労
し
な
が
ら
勉
学
に
励
む
姿
を

表
し
た
も
の
で
'
子
供
た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う

昭
和
初
期
か
ら
日
本
全
国
の
小
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
原
作
者
は
彫
刻
家
岡
崎

雪
聾
で
､
明
治
4
3
年
　
(
1
9
1
0
年
)
　
に
東
京

彫
工
会
に
出
品
す
る
た
め
に
制
作
し
て
い
る
｡

さ
て
'
本
校
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
は
'

高
岡
の
銅
器
組
合
が
全
国
か
ら
発
注
を
受
け
た

お
り
'
本
校
卒
業
生
で
あ
る
松
村
秀
太
郎
先
生

が
依
頼
さ
れ
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
｡
全
国
で
よ

く
見
ら
れ
た
像
の
ほ
と
ん
ど
が
飼
鋳
造
を
地
場
産

業
と
す
る
地
元
高
岡
で
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
'

驚
き
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
｡

先
生
は
明
治
3
8
年
に
本
校
を
卒
業
さ
れ
､
そ

の
後
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
塑
像
研
究
科
に
進

学
｡
大
正
6
年
か
ら
昭
和
1
4
年
ま
で
の
2
2
年
間

本
校
に
て
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
｡
残
念
な
が
ら

こ
の
作
品
が
い
つ
作
ら
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
｡

当
美
術
館
で
は
'
こ
の
原
型
を
3
体
所
蔵
し

て
い
る
が
'
内
2
体
で
は
　
｢
和
綴
じ
本
を
持
つ

左
手
｣
　
と
　
｢
柴
を
背
負
う
背
負
子
(
し
ょ
い
こ
)

の
一
部
｣
が
永
ら
く
欠
損
し
て
い
た
｡
そ
こ
で
､

先
般
本
校
工
芸
科
職
員
で
あ
る
本
野
雅
宏
講
師

が
蟻
型
に
て
部
品
を
作
成
し
'
六
家
敬
吉
教
頭

と
の
共
同
作
業
に
よ
り
'
鋳
造
'
仕
上
げ
加
工

を
施
し
た
後
接
合
し
､
何
と
か
修
復
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
｡

二
宮
金
次
郎
は
江
戸
時
代
の
農
政
家
と
し
て
'

｢
積
小
為
大
'
勤
勉
'
分
度
へ
　
推
譲
｣
　
を
掲
げ

て
村
を
興
し
'
地
域
振
興
に
努
め
た
こ
と
が
近

年
再
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
'
マ
ス
コ
ミ
で

報
じ
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
度
の
常
設
展
Ⅱ
期
で
'
皆
様
に
お
披
露

目
が
で
き
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
｡
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米納ご一家と高橋市長
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△ ｢存星三仙果八陵菓子器｣

A ｢銅製竪島鵡置物｣

底山崎覚太郎｢秋刀魚｣

㍉
向
山
膏
ヨ
T
.
空
フ
リ
ー
∵
'
.
.

｢
米
納
家
族
展
｣

彫
刻
家
米
納
宗
宏
氏
ご
一
家
の
作
品
約

3
0
点
が
展
示
さ
れ
た
｡
宗
宏
氏
の
作
品
は
､

平
成
2
･
1
年
の
第
1
0
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー

ル
に
入
選
し
た
　
｢
灯
台
の
あ
る
風
景
｣
'

ま
た
3
体
の
女
性
美
を
追
求
し
た
巨
大
な

フ
ォ
ル
ム
の
石
膏
像
は
会
場
を
圧
倒
す
る

迫
力
で
あ
っ
た
｡
奥
様
の
睦
子
さ
ん
は
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
､
や
さ
し
く
詩
情
溢

れ
る
ち
ぎ
-
絵
を
1
4
点
､
そ
し
て
長
女
の

千
智
さ
ん
は
'
白
身
が
制
作
に
携
わ
っ
た

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
画
7
点

を
展
示
さ
れ
た
｡

ま
た
､
会
場
内
に
は
粘
土
で
自
由
に
造

形
遊
び
が
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
も
設

け
ら
れ
'
親
子
で
動
物
な
ど
を
作
っ
て
お

ら
れ
る
微
笑
ま
し
い
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
o

｢
第
3
回
夢
散
歩
展
｣

創
作
に
打
ち
込
む
有
志
が
集
い
合
っ
て

結
成
さ
れ
た
本
展
も
第
3
回
展
を
迎
え
､

[
洋
画
]
磯
部
正
子
､
田
村
紀
子
'
本
郷
正

典
､
岡
山
寛
'
豊
本
外
良
　
[
陶
芸
]
革
島

誠
一
[
写
真
]
磯
部
俊
彦
の
各
氏
が
各
々

4
点
の
作
品
を
持
ち
寄
り
'
グ
ル
ー
プ
展

を
開
催
さ
れ
た
｡
そ
れ
ぞ
れ
に
高
岡
市
展

洋
画
部
門
大
賞
'
県
展
洋
画
部
門
奨
励
賞
､

佳
作
等
の
受
賞
や
入
選
経
験
を
持
っ
て
お

ら
れ
'
現
在
､
活
躍
め
ざ
ま
し
い
方
々
の

展
覧
会
で
あ
っ
た
｡

ま
た
'
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
'

6
月
川
日
に
は
ギ
タ
ー
'
オ
カ
リ
ナ
､
ハ
ー

モ
ニ
カ
に
よ
る
｢
山
に
遊
び
唄
う
演
奏
会
｣
､

2
0
巨
に
は
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
に
よ
る

｢
夢
と
昔
を
語
る
集
い
｣

期
間
中
は
高
橋
正
樹
高
岡
市
長
も
来
館

さ
れ
､
家
族
揃
っ
て
作
【

い
る
こ
と
に
感
心
さ
れ
､

賞
さ
れ
て
い
た
｡

い
ず
れ
も
約
六

普
段
静
か

な
美
術
館
も
'

響
き
渡
る
歌

声
や
演
奏
に

包
ま
れ
'
大

聴
衆
が
集
ま
っ

Ⅰ

期

　

4

月

富

的

～

7

月

｢
絵
画
･
工
芸
(
漆
工
)
｣

今
期
展
示
の
絵
画
は
､
｢
山
岳
｣
を
テ
ー
マ
と
し
た
日
本
画
を
中
心
に
､

井
玄
花
　
｢
天
山
(
剣
山
)
｣
'
立
野
雪
郷
　
｢
二

月
の
農
家
｣
　
2
点
の
他
'
計
1
4
点
を
展
示
し

た
｡
工
芸
(
漆
工
)
で
は
'
高
岡
漆
器
の
源
流
を

辿
り
､
｢
菓
子
器
｣
　
を
中
心
に
　
｢
存
星
三
仙

果
八
陵
菓
子
器
｣
　
や
　
｢
藤
青
貝
塗
菓
子
器
｣

他
2
0
点
と
　
｢
卓
･
文
台
｣
　
8
点
'
計
3
0
点
を

展
示
し
た
｡

l
I
期

9
月
1
 
4
日
㈹
～
1
 
1
月
7
日

｢
絵
画
･
工
芸
(
金
工
)
｣

今
期
展
示
の
絵
画
は
'
明
治
･
大
正
初
期
の
卒
業
制
作
晶
を
新
た
に
表
装

し
た
軸
3
点
の
他
､
山
崎
覚
太
郎
｢
秋
刀
魚
｣
'
塩
崎
逸
陵
｢
瓢
箪
｣
　
の
日
本

画
へ
盤
若
一
郎
｢
公
園
夕
景
｣
　
の
油
絵
等
を
含
め
た
1
0
点
を
展
示
し
た
｡

工
芸
(
金
工
)
で
は
､
高
岡
銅
器
の
発
展
の
源
を
辿
る
意
味
で
､
｢
原
型
二
宮

金
次
郎
像
(
3
体
)
｣
や
'
動
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
　
｢
銅
製
鶏
臼
置
物
｣
'
｢
銅

製
木
菟
猿
柏
木
置
物
｣
､
｢
銅
製
鵜
鵡
置
物
｣
'
ま
た
､
大
塚
秀
之
丞
と
松
村
秀

太
郎
に
よ
る
　
｢
狛
犬
｣
､
金
谷
五
郎
三
郎
　
｢
打
出
し
布
袋
図
菓
子
器
｣
'
内
島

青
鳳
｢
大
国
天
｣
'
山
本
雲
涛
｢
福
禄
寿
｣
　
他
3
°
点
展
示
し
た
｡

銅
器
産
業
の
街
高
岡
と
共
に
歩
ん
だ
本
校
の
素
晴
ら
し
い
収
蔵
品
の
公
開

に
'
あ
ら
た
め
て
歴
史
の
重
み
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
展
覧
会
と
な
っ
た
｡
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息作品を見る生徒達

フ
ェ
ロ
ー
ア
ー
ト
展
は
本
校
o
B
･
O

G
で
現
役
を
退
き
'
そ
れ
ぞ
れ
の
在
住
県

で
創
作
活
躍
を
さ
れ
て
い
た
刀
祢
悦
子

(
3
3
卒
)
'
宮
越
清
光
(
3
4
卒
)
､
八
田
敏
郎

(
3
6
卒
)
へ
　
忠
永
勇
(
3
7
卒
)
'
玉
上
祐
子

(
3
8
卒
)
､
板
倉
保
(
3
9
卒
)
へ
　
林
良
一
(
3
9

辛
)
'
首
藤
健
二
(
4
3
卒
)
の
各
氏
が
､
母

校
を
通
じ
た
交
流
と
啓
発
の
場
と
し
て
'

第
1
回
展
を
2
0
0
2
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
開
催
年
に
行
わ
れ
た
｡
以
来
4
年
毎
に

開
催
さ
れ
'
今
回
第
3
回
展
を
迎
え
た
｡

出
展
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
な
が
ら
'
互

い
の
健
康
を
喜
び
､
旧
交
を
温
め
る
姿
が

見
ら
れ
た
0

本
展
で
は
､
日
本
画
'
油
彩
画
､
陶
芸
､

水
彩
画
､
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
等
､
完
成

度
の
高
い
'
個
性
溢
れ
る
作
品
拭
点
が
会

場
全
体
に
華
や
か
に
飾
ら
れ
た
｡
本
校
元

教
諭
で
恩
師
に
あ
た
る
陶
芸
家
池
上
栄
1

｢
平
成
1
-
6
年
卒
業
生

イ
ラ
ス
ト
展
｣

平
成
1
6
年
に
本
校
デ
ザ
イ
ン
科
を
卒
業

し
た
北
川
恵
樹
さ
ん
'
毛
利
佑
介
君
､
蔵

絵
梨
花
さ
ん
3
人
に
よ
る
'
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
､
パ
ス
テ
ル
等
で
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
約
3
0
点
が
展
示
さ
れ
'
来
場

者
を
魅
了
し
た
o

｢
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
｣
　
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
C
G
で
美
し
く
幻
想
的
に
表
現

し
た
作
品
'
カ
バ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
を
愛
ら

し
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
に
仕
上
げ
た
パ
ス

テ
ル
画
'
ま
た
､
切
り
絵
を
使
っ
た
幻
想

的
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
が
､
訪
れ
た
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
｡
若
者
ら
し
い

感
性
で
表
現
さ
れ
た
作
品
は
新
鮮
で
あ
り
､

は
つ
ら
つ
と
し
た
夢
の
あ
る
作
品
で
あ
っ

た
｡
と
り
わ
け
､
世
代
も
近
い
在
校
生
が

多
数
美
術
館
に
訪
れ
､
先
輩
の
魅
力
的
な

作
品
群
に
熱
い
視
線
を
向
け
て
鑑
賞
し
て

い
た
o
　
彼
ら
の
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
が
望

ま
れ
る
｡

恒
例
と
も
な
っ
た
文
化
部
の
上
半
期
の
ま
と
め
で
あ
る
　
｢
文
化
部
合
同
展
｣

が
'
多
く
の
文
化
部
部
員
の
作
品
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
｡
美
術
部
へ
　
陶
芸
部

を
始
め
と
す
る
8
つ
の
部
に
加
え
'
1
昨
年
か
ら
は
機
械
工
学
部
な
ど
工
学

系
の
部
の
展
示
も
行
わ
れ
'
さ
ら
に
今
年
か
ら
二
上
工
業
高
校
の
作
品
も
加

え
約
1
0
0
点
の
作
品
が
並
ん
だ
｡

初
日
は
､
午
後
2
時
か
ら
開
幕
式
を
開
催

し
､
引
続
き
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
な
わ
れ
た
｡
と
り
わ
け
建
築
工
学
部

が
昨
年
の
　
｢
高
岡
市
開
町
4
0
0
年
祭
｣
　
を

記
念
し
て
1
0
0
人
が
か
り
で
作
成
し
た

｢
1
/
1
0
0
0
の
高
岡
市
街
立
体
地
図
｣

に
人
気
が
集
ま
り
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
｡

個
性
あ
ふ
れ
る
芸
術
系
文
化
部
の
作
品
に

将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
と
い
っ
た
賞
賛
の
声

が
聞
か
れ
た
｡

0
3
回
尚
美

m
展
｢
同
窓
生
作
品
展
｣

伝
統
あ
る
尚
美
展
が
1
0
月
1
6
日
･
1
7
日
の
両
日
､
好
天
の
中
開
催
さ
れ
た
｡

尚
美
展
に
先
立
ち
　
｢
同
窓
生
作
品
展
｣
　
が
9
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
が
､

会
期
中
は
普
段
よ
り
も
多
く
の
来
館
者
が
あ
り
'
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
｡

展
示
作
晶
は
'
日
本
画
部
門
5
名
7
点
､
洋
画
部
門
6
名
8
点
'
工
芸
部
門

3
名
3
点
'
写
真
'
蒙
刻
各
1
点
の
計
2
0
点
と
や
や
少
な
目
で
あ
っ
た
が
力

作
揃
い
で
あ
っ
た
｡

ま
た
､
1
6
日
に
は
創
校
記
念
講
演
会
の
講
師
に
お
招
き
し
た
米
林
雄
一
東

京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
が
常
設
展
と
本
展
を
鑑
賞
さ
れ
へ
　
同
級
生
の
本
保
勝

弘
氏
の
作
品
　
｢
鮭
｣
　
や
'
道
吉
勝
重
民
の
郷
土
に
ち
な
ん
だ
作
品
　
｢
千
寿
ケ

原
｣
二
剣
岳
　
氷
見
ま
り
剣
を
望
む
｣
､
ま
た
､
岩
城
大
介
氏
の
　
｢
昇
｣
'
般

若
保
氏
の
　
｢
吹
分
大
花
入
｣
　
等
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
'
郷
土
や
母
校
に
対
す

る
思
い
を
深
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
o
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Å青井記念館ホールにて

*青井記念館のホームページを開設しております｡
hIIp://W4jUSIneI.ne.jp/～kougei-2/

6
月
1
4
日
の
午
前
に
､
当
美
術

館
設
立
や
蔵
書
の
寄
贈
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
㈱
丸
井
の
創
業
者
青

井
忠
治
氏
の
四
男
で
あ
る
青
井
忠

四
郎
氏
と
そ
の
ご
子
息
青
井
茂
氏
'

青
井
実
氏
(
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
･

金
曜
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
等
に
出
演
)

ご
兄
弟
他
社
員
1
0
名
が
青
井
記
念

館
美
術
館
を
訪
問
さ
れ
た
｡

当
館
所
蔵
の
青
井
忠
治
氏
の
胸

像
や
遺
品
等
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
さ

れ
故
人
を
偲
ん
で
お
ら
れ
た
｡
特

に
､
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
ご
兄
弟

が
忠
治
氏
の
胸
像
を
囲
ん
で
の
写

年
度
寄
贈
作
品

◆
土
田
宋
真
作
(
故
人
)

｢
乾
漆
輪
花
朱
漆
盤
｣

(
径
3
4
m
×
高
5
C
)

土
田
貞
子
様
(
故
人
の
次
女
)

(
南
砺
市
井
波
)
　
よ
り
寄
贈

催

事

案

内

真
を
振
ら
れ
た
り
へ
　
そ
の
肩
を
叩
か
れ
な
が
ら

｢
じ
い
ち
や
ん
　
ま
た
来
る
ね
!
｣
　
と
言
っ
て
行

か
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
感
慨
深
か
っ
た
Q

ま
た
､
本
県
出
身
の
彫
刻
家
佐
々
木
大
樹
氏

(
帝
国
芸
術
院
賞
受
賞
)
を
大
叔
父
に
持
つ
同
社
役

員
の
谷
井
睦
弘
氏
は
'
美
術
館
収
蔵
の
遺
作
三
点

を
観
ら
れ
感
激
ひ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
｡
l
行
に

と
っ
て
今
回
の
訪
問
は
大
変
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
｡

後
日
'
谷
井
氏
か
ら

の
返
礼
に
'
東
京
中
野

の
賛
仙
寺
に
青
井
忠
治

氏
の
お
墓
が
あ
り
､
そ

こ
に
佐
々
木
大
樹
氏
制

作
に
よ
る
忠
治
氏
の
｢
顔

像
｣
(
レ
リ
ー
フ
作
品
)
と
'

吉
田
実
元
県
知
事
に
よ

る
撰
書
が
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
た
｡

(
美
術
館
長
･
柴
田
秀
紀
)

第
1
 
7
回
青
井
中
美
展
　
1
 
1
月
1
7
日
㈱
-
1
2
月
5
日
㈲

常
設
展
Ⅲ
期
(
絵
画
･
工
芸
)

1
2
月
1
6
日
㈹
～
2
月
2
0
日
㈲

第
6
3
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
現
代
の
名
工
｢
般
若

茂
雄
(
宗
勘
)
｣
　
個
展
　
1
2
月
1
6
日
㈹
～
1
2
月
2
6
日
㈲

1
月
6
日
㈹
～
1
月
1
0
日
㈲

青
井
大
賞
展
･
ヒ
ロ
シ
マ
ア
ピ
ー
ル
ポ
ス
タ
ー
展

1
月
2
2
日
出
～
2
月
2
0
日
価

卒
業
課
題
展
　
　
　
　
2
月
2
6
日
出
～
3
月
3
日
㈹

常
設
展
Ⅳ
期
(
絵
画
･
工
芸
)

3
月
1
2
日
出
～
4
月
7
日
㈹

は
ぐ
く
み
会
で
は
(
云
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
へ
云
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

･
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

･
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

･
企
画
展
等
の
案
内

･
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
　
二
､
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
(
企
業
へ
団
体
等
)
　
一
〇
㌧
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

新
収
蔵
作
品
展

3
月
1
 
2
日
出
～
4
月
7
日
㈹

今
年
度
よ
り
本
校
は
二
上
工
業
高
校
と
統
合
さ
れ
､

新
た
な
高
岡
工
芸
高
校
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
｡
美

術
館
収
蔵
品
も
7
6
0
点
余
を
超
え
ま
し
た
が
､
作
品

の
中
に
は
破
損
や
傷
み
の
あ
る
も
の
も
あ
り
､
先
般
､

二
宮
金
次
郎
像
や
軸
物
を
新
し
く
表
装
す
る
な
ど
､
校

内
の
職
員
や
業
者
に
依
頬
し
数
点
の
作
品
の
修
復
を
行

い
ま
し
た
｡
収
蔵
品
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
､
こ

れ
ま
で
に
見
落
と
し
て
い
た
作
品
を
見
直
す
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
｡
今
後
も
､
収
蔵
品
の
良
好
な
保
存
に

十
分
配
慮
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
｡

今
年
度
よ
り
城
宝
清
司
前
館
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
､

柴
田
秀
紀
新
館
長
が
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
｡
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
　
　
　
　
　
(
中
野
　
記
)

編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
一
画
9
-
3
･
8
-
1
8
高
岡
市
中
川
T
l
三
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